
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
南
部
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
中
心
都
市
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
で
活
動
し
た
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
工
房
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
当
時
の
ド
イ
ツ
で

最
も
名
声
を
博
し
た
画
家
で
あ
り
、
版
画
家
で
あ
っ
た
。
彼
の
美
術
史
上
の
主
た
る
功
績
は
、

し
て
初
め
て
同
時
代
の
イ
タ
リ
ア
の
美
術
動
向
に
着
目
し
、
一
五
世
紀
初
頭
以
降
イ
タ
リ
ア
で
追
及
さ
れ
て
い
た
新
し
い
表
現
、
す
な
わ
ち
、

古
代
彫
刻
を
手
本
と
す
る
理
想
化
さ
れ
た
身
体
描
写
や
透
視
図
法
に
基
づ
く
合
理
的
な
空
間
表
現
を
、
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
植
し
た
こ
と

に
あ
る
。

こ
う
し
た
造
形
上
の
問
題
と
並
ん
で
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
の
が
、
画
家
の
社
会
的
地
位
に
関
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
。

中
世
、
絵
画
術
は
、
彫
刻
術
や
建
築
術
と
と
も
に
、
手
の
鍛
錬
に
よ
っ
て
修
得
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
機
械
的
技
術
」
に
属
す
る
も
の
と
一
般
に

本
論
が
主
眼
と
す
る
の
は
、

一
、
画
家
の
自
画
像 一

五
一

0
年
代
初
頭
ま
で
を
中
心
に

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
試
論

一
言
で
言
え
ば
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
画
家
と

平

川

佳

世
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み
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
行
使
す
る
画
家
に
は
「
職
人
」
と
い
う
社
会
的
身
分
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て
、

一
般
的
、
と
ま
で
は

一
五
世
紀
、
人
文
主
義

的
教
養
を
備
え
た
イ
タ
リ
ア
の
知
識
人
の
間
で
は
、
た
と
え
「
機
械
的
技
術
」
に
属
す
る
絵
画
術
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
文
学
的
、
あ
る
い

は
幾
何
学
的
な
裏
付
け
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
高
貴
な
る
人
間
に
相
応
し
い
知
的
活
動
、
す
な
わ
ち
「
自
由
学
芸
」
に
準
ず
る
、
と

す
る
主
張
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
「
自
由
学
芸
」
に
準
ず
る
「
高
貴
な
る
絵
画
術
」
に
携
わ
る
画
家
に
は
、
詩
人
や
学
者
に

比
肩
す
る
高
い
社
会
的
地
位
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
意
味
で
の
「
芸
術
家
」
と
い
う
社
会
的
概
念
の

萌
芽
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
造
形
表
現
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
画
家
を
め
ぐ
る
新
し
い
社
会
的
身
分
を
も
ア
ル
プ
ス

以
北
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
現
存
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
書
簡
や
「
人
体
均
衡
論
四
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
著
作
活
動
、
そ
し

て
、
な
に
よ
り
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
四
九
八
年
お
よ
び
一
五

0
0
年
に
相
次
い
で
制
作
し
た
自
画
像
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
版
画
連
作
《
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
》
に
よ
り
凡
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
名
声
を
獲
得
す
る
一
四
九
八
年
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
貴
族
の
子
弟
と
見
紛
う

灌
洒
な
衣
を
身
に
ま
と
い
、
白
い
革
の
手
袋
と
い
う
、
手
作
業
に
従
事
す
る
職
人
の
属
性
を
周
到
に
隠
蔽
す
る
小
道
具
を
両
手
に
は
め
た
姿

で
自
ら
の
肖
像
を
描
き
、
自
身
が
も
は
や
肉
体
労
働
に
携
わ
る
旧
来
の
画
家
で
は
な
く
、
知
的
営
為
に
裏
付
け
さ
れ
た
高
貴
な
る
絵
画
術
に

携
わ
る
「
芸
術
家
」
で
あ
る
と
の
自
己
表
象
を
行
っ
た
（
図
1
)
。
さ
ら
に
、
二
年
後
の
一
五

0
0年
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
肖
像
形
式
に
則
っ

て
自
ら
の
姿
を
描
き
、
画
家
の
創
造
性
が
こ
の
世
の
創
造
主
た
る
神
に
も
比
肩
し
う
る
こ
と
を
、
世
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
（
図
2
)
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
、
制
作
者
で
あ
る
画
家
や
彫
刻
家
が
自
己
表
象
を
行
う
実
践
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
前
、

い
か
な
く
と
も
、
極
め
て
著
名
な
例
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
四
九
八
年
の
自
画
像
を
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
二
年
前
の

一
四
九
六
年
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
中
心
に
あ
る
第
一
教
区
教
会
、
聖
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
会
に
、
名
門
イ
ム
ホ
フ
家
の
注
文
に
よ
り
石
彫
家

ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
が
制
作
し
て
奉
納
さ
れ
た
《
聖
体
安
置
塔
》
で
あ
る
（
図
3
)
。
高
さ
一
八
．
七

m
に
も
達
す
る
こ
の
巨
大
な
石
彫
は
、

「
聖
体
」
、
す
な
わ
ち
ミ
サ
で
使
用
す
る
「
聖
餅
」
を
入
れ
る
厨
子
の
上
に
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
の
場
面
が
浅
浮
彫
、
高
浮
彫
、
丸
彫
り
と
い
っ

た
具
合
に
層
を
重
ね
る
ご
と
に
立
体
性
を
増
し
て
巧
み
に
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
台
の
部
分
に
は
、
作
業
着
と
思
わ
れ
る
簡
素
な
衣
服
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を
ま
と
い
、
石
彫
家
の
仕
事
道
具
で
あ
る
叩
き
竪
と
槌
を
両
手
に
握
り
し
め
、
恭
し
く
片
膝
を
つ
き
つ
つ
も
、
誇
ら
し
げ
に
そ
の
顔
を
あ
げ

た
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
の
自
画
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
4
)
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、

ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
の
左
右
に
、
同
じ
く
槌
や
梃
棒
を
手
に
し
た
二
人
の
人
物
が
配
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

向
っ
て
左
側
に
控
え
る
人
物
は
豊
か
な
髭
を
蓄
え
た
初
老
の
男
性
で
、
親
方
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
よ
り
も
年
長
の
熟
練
工
の
よ
う
で
あ
る
（
圏

一
方
、
向
か
っ
て
右
の
人
物
は
髭
の
な
い
細
身
の
若
者
だ
が
、
他
の
二
名
と
同
様
の
姿
勢
を
と
っ
て
、
誇
ら
し
げ
に
前
を
見
据
え
て
い

る
（
図
6
)
。
恐
ら
く
、
こ
の
二
人
は
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
工
房
に
所
属
し
、
ま
さ
し
く
親
方
の
片
腕
と
し
て
大
仕
事
を
支
え
た
助
手
た
ち
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
複
雑
な
装
飾
が
全
面
に
施
さ
れ
た
二

0
m
近
い
石
彫
作
品
を
一
人
の
彫
刻
家
だ
け
で
制
作
で
き
る
は
ず
は
な
く
、
本

作
品
に
は
こ
の
二
名
の
他
に
も
ク
ラ
フ
ト
工
房
に
属
す
る
さ
ら
な
る
職
人
た
ち
の
介
在
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
工
房
の
親
方
と
と
も
に
二
名
の

助
手
の
姿
ま
で
が
制
作
者
と
し
て
表
さ
れ
た
本
作
品
か
ら
は
、
当
時
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
工
房
と
い
う
組
織
で
造
形
活
動
を
行
う
の

が
至
極
当
然
と
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
加
え
て
、
多
く
の
優
れ
た
助
手
た
ち
を
統
率
し
て
大
作
を
手
が
け
る
工
房
の
親
方
と
し

て
の
自
身
の
在
り
方
に
、
ク
ラ
フ
ト
も
ま
た
強
い
自
負
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
窺
い
知
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
先
に
紹
介
し
た
単
独
の
自
画
像
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
作
品
に
い
わ
ば
署
名
と
し
て
描
き
こ
ん
だ
自
画

像
（
図
7
、
8
)
に
お
い
て
も
、
画
家
と
し
て
の
属
性
を
示
す
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
工
房
の
助
手
た
ち
を
連
れ
だ
っ
て
集
団

で
自
己
表
象
を
行
っ
た
形
跡
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
中
世
以
来
の
伝
統
的
な
職
人
画
家
と
し
て
の
在
り
方
、
お
よ
び
そ
れ
に
直
結

す
る
工
房
の
親
方
と
し
て
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
あ
ま
り
表
に
は
出
さ
な
か
っ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
振
る
舞
い
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

工
房
を
運
営
す
る
親
方
画
家
と
し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
取
り
扱
っ
た
本
格
的
研
究
は
、

物
館
で
開
催
さ
れ
た
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ト
リ
ー
ダ
ー
ら
に
よ
る
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
周
辺
の
画
家
た
ち

(
M
e
翌
e
n
`
m
A
l
b
r
e
c
h
t

D
厨
r)
』
展
や
同
じ
く
シ
ュ
ト
リ
ー
ダ
ー
著
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
板
絵
ー
ニ
ニ
五

0
か
ら
一
五
五

0
年
|
(
T
Q
K
l
m
0
l
e
r
e
i
in Niirnberg: 

1
3
5
0
-
1
5
5
0
)

』
の
一
九
九
三
年
の
刊
行
を
除
け
ば
、
際
立
っ
て
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は

5
)
。

一
九
六
一
年
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
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大
型
絵
画
の
数
々
が
制
作
さ
れ
た
。

二、

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
油
彩
画
制
作
に
お
け
る
親
方
と
助
手
の
制
作
形
態

の
工
房
シ
ス
テ
ム
を
あ
る
程
度
は
維
持
し
て
い
た
。

確
か
に
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
と
同
時
代
人
で
あ
り
、
旧
来
の
工
房
シ
ス
テ
ム
の
中
で
画
家
と
し
て
の
教
育
を
受
け
、
独
立
し
た
後
も
、
旧
来

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
家
族
の
歴
史
に
つ
い
て
記
し
た
「
家
譜
」
に
よ
る
と
、
画
家
を
志
す
意
思
を
告
げ
た
少
年
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
、
金
細
工

一
四
八
六
年
―
一
月
よ
り
三
年
契
約
で
地
元
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
画
家
ミ
ハ
エ
ル
・
ヴ
ォ

一
四
九

0
年
四
月
か
ら
一
四
九
四
年
五
月
ま
で
の
四
年
間
、
故
郷
の
町
を
離
れ
て
の

師
で
あ
っ
た
父
親
は
、
当
時
の
慣
習
に
則
っ
て
、

ル
ゲ
ム
ー
ト
の
工
房
で
の
徒
弟
修
業
を
行
わ
せ
た
後
、

。

遍
歴
修
業
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
親
方
画
家
と
し
て
独
立
し
た
後
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
工
房
に
も
、
弟
の
ハ
ン
ス
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
ザ
ク

セ
ン
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
公
に
ゆ
か
り
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
な
る
少
年
が
徒
弟
と
し
て
住
み
込
み
で
在
籍
し
て
い
た
こ
と
や
、
実
際
に

絵
画
や
木
版
挿
絵
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
絵
等
の
制
作
に
携
わ
る
職
人
に
加
え
、
恐
ら
く
は
顔
料
の
調
合
や
版
画
印
刷
な
ど
画
業
に
ま
つ

わ
る
副
次
的
な
作
業
を
担
当
す
る
下
働
き
の
人
物
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
で
は
、
親
方
と
、
実
際
に
作
品
制
作
に
携
わ
る
職
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
助
手
た
ち
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
制

作
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
性
質
を
、
と
り
わ
け
、
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
画
業
の
前
半
に
あ
た
る
一
四
九
五
年
頃
の
工
房
開
設
か
ら
一
五
―
一
年
頃
ま
で
の
油
彩
画
制
作
に
注
目
し
て
、
現
存
す
る
作
品
や
史
料
に

基
づ
き
考
察
す
る
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
工
房
を
開
設
す
る
一
四
九
五
年
頃
か
ら
一
五
―
一
年
頃
に
か
け
て
の
約
一
五
年
間
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
最
も
精
力
的

に
油
彩
画
に
取
り
組
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
肖
像
画
や
小
型
聖
母
子
像
に
加
え
、
ド
イ
ツ
各
地
か
ら
の
注
文
に
よ
る
祭
壇
画
な
ど
、
本
格
的
な

一
五
―
一
年
以
降
一
五
二
八
年
に
画
家
が
死
去
す
る
ま
で
の
約
一
七
年
間
に
描
か
れ
現
存
す
る
大
型
作
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ま
た
、

て
い
る
。

コ
プ
・
ヘ
ラ
ー
に
宛
て
た
一
連
の
書
簡
が
現
存
す
る
が
、

品
が
《
カ
ー
ル
大
帝
と
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
帝
の
肖
像
》
(
-
五
二
二
年
頃
、

の
死
》
(
-
五
一
八
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
蔵
）
《
四
人
の
使
徒
》
(
-
五
二
六
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ

テ
ー
ク
蔵
）
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
業
前
半
の
多
作
、
あ
る
い
は
画
業
後
半
の
寡
作
が
一
層
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
が
油
彩
画
制
作
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
画
業
の
前
半
期
に
お
け
る
、
工
房
内
で
の
親
方
画
家
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
助
手
と
の
関
係
を
明
確
に

示
す
作
例
が
、

会
教
会
に
奉
納
さ
れ
た
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
（
図
9
、
1
、
2
、

1

1

 

（図
11)
、
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
聖
ク
リ
ス
ト

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館
蔵
）
《
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
豪
商
ヤ
ー
コ
プ
・
ヘ
ラ
ー
の
た
め
に
一
五

0
九
年
に
制
作
さ
れ
、

13)
で
あ
る
。

（
一
）
多
翼
祭
壇
画
ー
画
面
ご
と
の
分
業
を
前
提
と
す
る
親
方
と
助
手
の
共
同
制
作
ー

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ド
メ
ニ
コ
修
道

《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
は
縦
一
八
九

cm
、
横
一
三
八
Cm
ほ
ど
の
中
央
パ
ネ
ル
に
左
右
翼
部
を
取
り
付
け
た
開
閉
式
の
三
連
祭
壇
画
で
、
翼
部
外

側
に
は
グ
リ
ザ
イ
ユ
技
法
で
「
三
王
礼
拝
」
（
図
12)
お
よ
び
聖
ペ
テ
ロ
、
聖
パ
ウ
ロ

フ
ォ
ル
ス
が
、
翼
部
内
側
に
は
聖
ヤ
コ
プ
お
よ
び
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
（
図
13)
に
加
え
注
文
主
で
あ
る
ヤ
ー
コ
プ
・
ヘ
ラ
ー
夫
妻
の
姿

が
、
中
央
画
面
に
は
「
聖
母
戴
冠
」
の
場
面
（
図
9
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
に
関
し
て
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
注
文
主
ヤ
ー

一
五

0
八
年
三
月
一
九
日
の
手
紙
に
お
い
て
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ

「
貴
殿
の
た
め
、
特
に
中
央
画
は
私
自
身
の
手
で
丹
精
込
め
て
描
く
つ
も
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
劣
る
こ

と
も
な
く
、
翼
部
外
面
に
は
下
図
が
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
石
色
に
な
る
予
定
で
す
。
も
う
下
層
塗
り
も
さ
せ
ま
し
た
。
」

一
五

0
八
年
八
月
二
四
日
の
手
紙
で
は
、
作
品
制
作
の
進
捗
状
況
が
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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「
翼
部
外
面
は
石
色
で
塗
り
あ
が
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ニ
ス
が
け
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
翼
部
内
面
は
下
層
塗
り
が
完
了
し
、
仕
上
げ
塗
り

を
し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
本
体
は
私
が
丹
精
込
め
て
長
時
間
か
け
て
下
図
を
描
き
、
二
つ
の
良
質
の
顔
料
で
下
塗
り
を
し
、
下
層
塗
り
を

は
じ
め
て
い
ま
す
。
・
・
・
私
以
外
の
者
に
は
一
塗
り
た
り
と
も
描
か
せ
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
」

以
上
の
文
面
か
ら
は
、
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
の
制
作
に
際
し
て
は
、
中
央
画
面
は
親
方
で
あ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
単
独
で
描
き
、
翼
部
は
エ

房
の
助
手
が
制
作
す
る
と
い
う
、
画
面
ご
と
の
明
確
な
分
業
を
前
提
と
し
た
共
同
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
が
、
実
際
、

こ
こ
に
語
ら
れ
た
制
作
形
態
は
本
作
品
に
み
ら
れ
る
様
式
的
特
徴
と
合
致
す
る
。
エ
房
の
親
方
で
あ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
が
描
い
た
中
央
画

面
《
聖
母
戴
冠
》
は
、
一
六
一
四
年
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
ニ
世
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
へ
運
ば
れ
た
後
、

一
七
二
九
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
買
い
取
り
時
に
制
作
さ
れ
た
模
写
や
複
製
版
画
か
ら
そ
の
図
様
を
窺
い
知
る
の
み

で
あ
る
（
図
9
)
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
聖
母
の
被
昇
天
と
戴
冠
と
い
う
聖
な
る
出
来
事
に
対
し
て
、
多
様
な
反
応
を
示
す
使
徒
や
天
使
た

ち
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
確
固
た
る
形
態
把
握
に
裏
打
ち
さ
れ
た
多
種
多
様
な
身
振
り
と
表
情
で
見
事
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
、
数
多
く
残
る
習
作
素
描
と
の
比
較
等
か
ら
十
二
分
に
み
て
と
れ
る
（
図
10)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
助
手
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
翼
部
に
お
け
る
描
写
の
質
の
低
下
は
明
ら
か
で
あ
る
。
翼
部
外
側
に
グ
リ
ザ
イ
ユ
で
描
か
れ

た
諸
聖
人
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
こ
だ
わ
っ
た
人
体
の
正
確
な
比
例
を
無
視
し
て
描
か
れ
お
り
、
厚
く
覆
っ
た
衣
の
下
の
身
体
の
動
き
は
窺
い

知
れ
な
い
（
図
11
、
12)
。
少
な
く
と
も
翼
部
外
側
の
聖
人
像
に
つ
い
て
、
親
方
で
あ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
見
本
素
描
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、

中
央
画
面
と
の
質
を
揃
え
る
積
極
的
な
努
力
を
行
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
中
央
画
面
と
並
ん
で
鑑
賞
さ
れ
る
翼
部
内
側
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
描
写
の
質
の
統
一
に
若
干
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
右
翼
内
側
の
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
》
（
図
13
右
）
で
は
、
脆
く
カ
タ
リ
ー
ナ
と
そ
の
肩
に
手
を
か
け
て
剣
を
構
え
る
処
刑
人

の
姿
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
が
一
四
九
八
年
頃
に
制
作
し
た
木
版
画
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
》
（
図
14)
を
手
本
に
、
緊
張
感
を
も
っ
て
描
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か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
シ
ュ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
、
助
手
が
描
く
翼
部

の
質
を
あ
る
程
度
維
持
す
る
た
め
に
、
恐
ら
く
は
エ
房
に
保
管
さ
れ
て
い
た
過
去
の
自
作
版
画
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

方
、
左
翼
内
側
の
《
聖
ヤ
コ
プ
の
殉
教
》
（
図
13
左
）
に
は
こ
の
よ
う
な
自
作
版
画
の
直
接
的
な
利
用
は
見
ら
れ
な
い
が
、
脆
い
て
祈
る
聖
人

と
剣
を
構
え
る
処
刑
人
を
ほ
ぽ
側
面
か
ら
捉
え
た
構
図
は
、
右
翼
内
側
、
あ
る
い
は
木
版
画
の
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
》
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
《
聖
ヤ
コ
ブ
の
殉
教
》
に
お
い
て
は
、
聖
人
の
祈
る
手
の
描
写
に
、
中
央
画
面
《
聖
母
戴
冠
》
の
た
め
に

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
描
い
た
習
作
素
描
（
図
10)
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
点
が
、
興
味
深
い
。

以
上
、
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
で
確
認
さ
れ
た
親
方
と
助
手
の
共
同
制
作
の
手
法
、
す
な
わ
ち
、
中
央
画
面
は
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
単
独
で
描

き
、
翼
部
は
助
手
が
担
当
す
る
と
い
う
画
面
ご
と
の
明
確
な
分
業
体
制
を
と
り
つ
つ
、
時
に
助
手
の
制
作
部
分
の
質
を
あ
る
程
度
維
持
す
る

た
め
、
過
去
の
自
作
の
版
画
や
素
描
を
流
用
す
る
、
と
い
う
手
法
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
に
お
い
て
複
数
画
面
か
ら
な
る
多
翼
祭
壇
画
を
制

作
す
る
際
に
は
、
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
五

0
0
年
代
初
頭
に
制
作
さ
れ
た
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
》
で
は
、
中

央
画
面
の
《
降
誕
》
お
よ
び
翼
部
内
側
の
《
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
》
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
》
（
図
15)
は
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
描
く
一
方
、
翼

部
外
側
の
《
受
胎
告
知
を
受
け
る
マ
リ
ア
》
（
図
16)
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
四
九
六
年
頃
に
制
作
し
た
《
聖
母
の
七
つ
の
悲
し
み
》
の
聖
母

（図
17)
に
使
用
さ
れ
、
工
房
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
習
作
素
描
を
手
本
に
、
助
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
が
、
両
作
品
に
お
け

そ
れ
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
よ
り
好
ん
で
描
い
た
と
思
わ
れ
る
、
単
一
画
面
か
ら
な
る
油
彩
画
作
品
の
場
合
、
親
方
と
助
手
の
役
割
分
担

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
《
三
王
礼
拝
》
(
-
五

0
四
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
蔵
）
や
《
一
万
人
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
殉
教
》
(
-
五

0
八
年
、
ウ
ィ
ー
ン
、
美
術
史
美
術
館
）
、
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
］
祭
壇
画
》
(
-
五
―
一
年
、
ウ
ィ
ー
ン
、
美
術
史

（
二
）
単
一
画
面
か
ら
な
る
絵
画
作
品
ー
作
品
ご
と
の
分
業
ー

る
聖
母
の
ポ
ー
ズ
や
相
貌
、
衣
駿
表
現
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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る
た
め
に
自
作
素
描
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

美
術
館
、
図
7
)
な
ど
、
現
在
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
と
理
解
さ
れ
て
い
る
諸
作
品
を
改
め
て
み
て
み
る
と
、
細
部
や
周
辺
部
分
に
至
る
ま

で
描
写
の
均
質
さ
が
高
水
準
で
保
た
れ
て
お
り
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
一
人
の
手
で
描
か
れ
た
と
判
断
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
近
郊
の
町
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
の
聖
グ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
教
会
主
席
司
祭
で
あ
っ
た
《
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ

ン
の
墓
碑
画
》
（
図
18)
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
個
人
様
式
と
の
関
連
性
は
希
薄
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
墓
碑
画
の
構
図
を
大

ま
か
に
記
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
手
に
帰
さ
れ
る
ペ
ン
素
描
（
図

19)
、
お
よ
び
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
注
文
主
と
交
わ
し
た
と
思
わ
れ
る
「
キ
リ
ス

ト
は
葡
萄
絞
り
器
の
中
に
立
た
せ
る
／
マ
リ
ア
は
右
側
に
立
た
せ
る
／
天
使
た
ち
は
左
側
に
／
司
祭
は
マ
リ
ア
の
前
に
蹄
＜
／
ペ
テ
ロ
は
下

に
」
と
い
う
メ
モ
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
も
ま
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
で
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
金
地
や
文
字
帯
の

使
用
と
い
っ
た
、
通
常
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
古
式
な
要
素
は
、

マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
が
す
で
に
一
四
七
五

年
に
は
死
去
し
て
い
た
事
実
と
相
ま
っ
て
、
他
の
画
家
に
よ
る
旧
作
に
基
づ
き
本
墓
碑
画
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

う
し
た
、
多
分
に
注
文
主
側
の
要
求
が
強
い
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
芸
術
的
企
図
を
達
成
す
る
の
に
不
向
き
な
作
品
の
実
制
作
は
、
助
手
の

手
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
注
文
主
と
の
対
話
の
な
か
で
大
ま
か
な
構
図
を
固
め
た
こ

と
が
ベ
ル
リ
ン
素
描
か
ら
窺
え
る
一
方
、
完
成
作
の
左
端
に
仔
む
聖
母
マ
リ
ア
に
注
目
し
て
み
る
と
、
膝
を
軽
く
曲
げ
て
悲
し
み
に
耐
え
る

マ
リ
ア
の
形
態
は
、
先
述
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
手
で
描
か
れ
た
《
聖
母
の
七
つ
の
悲
し
み
》
の
聖
母
（
図

17)
、
お
よ
び
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ

房
の
助
手
に
よ
る
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
》
翼
部
外
側
の
《
受
胎
告
知
を
受
け
る
マ
リ
ア
》
（
図
16)
と
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
助
手
に
実
制
作
を
委
ね
た
単
一
画
面
か
ら
な
る
《
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
墓
碑
画
》
に
お
い

て
も
、
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
》
翼
部
外
側
の
よ
う
な
多
翼
祭
壇
画
に
お
け
る
助
手
の
制
作
部
分
と
同
様
、
品
質
を
あ
る
程
度
制
御
す

以
上
か
ら
、
単
一
画
面
か
ら
な
る
絵
画
作
品
に
関
し
て
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
で
は
、
重
要
な
注
文
は
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
担
当
し
、
副
次

的
な
注
文
は
助
手
が
親
方
の
指
示
に
基
づ
い
て
単
独
で
制
作
す
る
と
い
う
分
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
助
手
が
制
作
し
た
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彫
刻
家
に
一
―
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。
諸
々
の
彫
刻
、
塔
状
装
飾
そ
の
他
の
金
箔
塗
り
に
、

「
厨
子
、
翼
部
、
プ
レ
デ
ッ
ラ
、
塔
状
装
飾
の
制
作
に
関
し
て
、
指
物
師
に
十
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。
諸
々
の
彫
刻
と
傑
刑
像
に
関
し
て
、

一
九
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。
金
具
を
取
り
付
け
た

錠
前
師
に
、
三
ポ
ン
ド
。
そ
れ
に
要
し
た
顔
料
と
部
品
に
、
五
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。
各
々
七
週
間
物
語
画
を
描
い
た
二
人
の
職
人
に
対
し

週
間
プ
レ
デ
ッ
ラ
に
絵
を
描
い
た
別
の
職
人
に
、
ニ
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
、
彼
の
職
人
た
ち
に
関
す
る

彼
の
労
苦
と
損
失
に
対
し
て
感
謝
を
示
す
た
め
に
、
七
グ
ル
デ
ン
五
ポ
ン
ド
―
ニ
ペ
ニ
ッ
ヒ
。
彼
の
妻
に
敬
意
を
示
す
た
め
に
ニ
グ
ル
デ
ン
。

職
人
た
ち
に
酒
手
に
二
分
の
一
グ
ル
デ
ン
、
そ
の
他
の
雑
費
に
一
オ
ル
ト
。
厨
子
の
組
み
立
て
に
関
し
て
指
物
師
に
一
グ
ル
デ
ン
、
そ
れ
を

梱
包
す
る
の
に
一
オ
ル
ト
。
そ
れ
を
ゲ
ム
ン
ト
に
送
る
の
に
四
グ
ル
デ
ン
。
こ
の
厨
子
に
要
し
た
費
用
は
全
部
で
七
八
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン

な
り
。
」

て
、
そ
の
費
用
と
報
酬
に
一
四
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。

一
週
間
彫
像
な
ど
に
彩
色
し
た
も
う
一
人
の
職
人
に
、

し
て
い
る
。

注
文
ご
と
の
親
方
と
助
手
の
分
業
と
い
う
点
で
興
味
深
い
の
が
、

《
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
墓
碑
画
》
は
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
構
想
や
素
描
に
あ
る
程
度
依
拠
し
て
い
る
も
の
の
、
相
貌
表
現
、

身
体
描
写
、
色
彩
等
造
形
上
の
特
徴
か
ら
工
房
作
で
あ
る
と
判
じ
ら
れ
る
程
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
個
人
様
式
に
近
似
し
て
い
な
い
の
は
、
前

述
の
通
り
で
あ
る
。

一
五

0
八
年
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ゼ
ー
バ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
が

妻
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
カ
マ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
出
身
地
シ
ュ
ベ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
グ
ミ
ュ
ン
ト
の
聖
母
教
会
に
あ
る
自
家
の
礼
拝
堂
に
寄
進
し
た

《
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
祭
壇
装
飾
》
（
図
20、
21
、
22)
で
あ
る
。
本
作
品
は
中
央
厨
子
に
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
の
木
彫
を
安
置
し
た
厨
子
式
祭
壇
装
飾

で
、
左
右
の
可
動
翼
内
外
面
お
よ
び
固
定
翼
に
「
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
伝
」
（
図
21
、
22)
が
、
プ
レ
デ
ッ
ラ
外
面
に
は
「
一
四
救
難
聖
人
」
、
内

面
に
は
「
受
胎
告
知
」
が
油
彩
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
祭
壇
装
飾
に
つ
い
て
、
ゼ
ー
バ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
は
次
の
よ
う
な
覚
え
書
を
残

一
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
。
三
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一
七
グ
ル
デ
ン
の
五
割
を
超
え
る
高
額
手
数
料
を
渡
し
て
い
る
。

こ
の
メ
モ
か
ら
、
ゼ
ー
バ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
の
求
め
に
応
じ
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
本
祭
壇
装
飾
翼
部
「
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
伝
」
の
制
作

に
工
房
の
職
人
二
名
を
七
週
間
、
プ
デ
レ
ッ
ラ
の
「
一
四
救
難
聖
人
」
と
「
受
胎
告
知
」
の
制
作
に
一
名
を
三
週
間
、
そ
の
他
の
部
分
の
彩

色
に
一
名
を
一
週
間
従
事
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
本
祭
壇
装
飾
が
制
作
さ
れ
た
一
五

0
八
年
当
時
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
に
は
少

な
く
と
も
単
独
で
絵
画
制
作
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
職
人
が
三
名
、
彫
像
等
の
彩
色
を
こ
な
せ
る
職
人
が
一
名
在
籍
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、

《
食
事
を
供
せ
ら
れ
る
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
、
聖
ヴ
ィ
ル
バ
ル
ト
、
聖
ヴ
デ
ィ
バ
ル
ト
》
（
図

22)
の
主
要
人
物
を
描
い
た
画
家
は
、

一
五

0
九
年

完
成
の
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
翼
部
外
側
《
聖
ペ
テ
ロ
、
聖
パ
ウ
ロ
》
（
図
11)
を
担
当
し
た
の
と
同
じ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
相
貌
表
現
の
類

似
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

《
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
祭
壇
装
飾
》
の
板
絵
を
見
る
限
り
、
個
々
の
人
物
の
相
貌
や
身
体
表
現
か
ら
全
体
の
構
図
や
色
彩
に
至
る
ま
で
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
個
人
様
式
と
関
連
す
る
要
素
は
認
め
ら
れ
ず
、
前
述
の
《
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
墓
碑
画
》
で
行
わ
れ
た
親
方
に
よ
る

構
図
の
提
供
す
ら
、
本
作
品
で
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
注
文
主
で
あ
る
ゼ
ー
バ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
は
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
エ
房
の
四
名
の
職
人
に
直
接
報
酬
を
支
払
う
と
と
も
に
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
そ
の
妻
に
対
し
て
も
、
工
房
の
職
人
た
ち
の
報
酬
総
計

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
親
方
と
助
手
が
共
同
で
取
り
組
ん
だ
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
に
つ
い

て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
注
文
主
ヘ
ラ
ー
と
の
間
で
当
初
取
り
決
め
ら
れ
た
制
作
期
間
が
半
年
、
報
酬
は
一
三
五
グ
ル
デ
ン
で
あ
り
、
増
額
交
渉

の
結
果
、
ヘ
ラ
ー
は
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
二

0
0
グ
ル
デ
ン
を
支
払
っ
た
。
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
な
ど
の
大
作
受
注
の
た
め
に
あ
る
程
度
の
助

手
を
工
房
内
に
確
保
す
る
一
方
、
そ
う
し
た
作
業
の
合
間
に
は
、
《
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
祭
壇
装
飾
》
の
板
絵
部
分
の
制
作
な
ど
、
高
度
な
造
形
性

を
求
め
ら
れ
な
い
副
次
的
な
注
文
を
受
け
て
助
手
た
ち
に
委
ね
、
そ
の
報
酬
を
彼
ら
の
収
入
の
足
し
に
す
る
と
と
も
に
親
方
自
身
も
手
数
料

を
受
け
取
る
。
エ
房
内
の
職
人
に
対
し
て
は
親
方
が
賃
金
を
支
払
う
の
が
慣
習
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
自
身
の
個
人
様
式
と
必
ず
し

も
近
似
す
る
わ
け
で
は
な
い
「
エ
房
作
」
を
親
方
画
家
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
許
容
し
た
主
た
る
理
由
は
、
恐
ら
く
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
利
潤
に
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を
は
か
ら
ず
に
済
ん
だ
大
き
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
内
と
外
ー
そ
の
曖
昧
な
境
界
ー

前
章
で
は
、
池
彩
画
制
作
に
お
け
る
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
助
手
た
ち
の
共
同
制
作
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
の
現
存
す
る
作
品
に

基
づ
い
て
解
明
を
試
み
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
助
手
た
ち
は
、
多
翼
祭
壇
画
の
副
次
的
画
面
を
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
過
去
に
制
作
し
た
版

画
や
素
描
等
を
手
本
に
描
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
工
房
が
受
け
た
副
次
的
な
注
文
を
単
独
で
こ
な
し
、
注
文
主
か
ら
直
接
報
酬
を
得
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
で
の
親
方
画
家
と
助
手
の
分
業
形
態
は
、
助
手
た
ち
が
「
見
え
ざ
る
手
」
と
し
て

親
方
の
様
式
を
模
倣
し
、
時
に
加
筆
行
為
を
通
じ
て
―
つ
の
絵
画
面
で
親
方
と
助
手
の
筆
が
交
錯
す
る
、
例
え
ば
ル
ー
ベ
ン
ス
工
房
で
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
な
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
親
方
と
助
手
の
共
同
制
作
の
在
り
方
と
は
か
な
り
様
相
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
工
房
の
親
方

と
し
て
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
所
定
の
期
間
内
に
、
か
つ
、
報
酬
に
見
合
っ
た
労
力
で
絵
画
制
作
を
遂
行
す
る
た
め
に
工
房
の
助
手
を
活
用
し

た
も
の
の
、
助
手
た
ち
に
自
己
の
様
式
を
模
倣
さ
せ
、
親
方
の
真
筆
の
代
わ
り
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
な
工
房
作
を
量
産
し
よ
う
と
い
う
意
識

は
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
傾
向
は
、
絵
具
を
何
層
に
も
薄
く
塗
り
重
ね
る
絵
画
技
法
が
加
筆
修
正
に
適
さ
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
、
大
量
の
工
房
作
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
絵
画
市
場
が
成
熟
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

複
数
の
可
動
翼
を
備
え
、
時
に
木
彫
を
も
配
し
た
大
掛
か
り
な
祭
壇
装
飾
を
多
く
の
職
人
た
ち
を
従
え
て
制
作
す
る
よ
り
も
、

画
を
入
念
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
好
ん
だ
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
画
家
と
し
て
の
気
質
な
ど
に
、
恐
ら
く
は
起
因
す
る
。
油
彩
画
と
並
ぶ
、
あ
る
い

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
工
房
に
お
け
る
絵
画
制
作
の
効
率
化

は
、
そ
れ
以
上
の
収
益
が
見
込
め
る
版
画
と
い
う
収
入
源
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
も
、

一
枚
の
油
彩

こ
の
よ
う
な
親
方
の
様
式
を
助
手
に
模
倣
さ
せ
る
こ
と
に
あ
ま
り
意
を
払
わ
な
い
デ
ュ
ー
ラ
ー
工
房
の
特
質
を
念
頭
に
お
け
ば
、

一
五

0
0年
代
初
頭
、
遍
歴
修
業
中
の
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
や
ハ
ン
ス
・
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
に
助
手
と
し
て
滞
在

し
た
際
に
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
油
彩
画
に
、
親
方
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
個
人
様
式
と
の
類
似
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
十
分
に
納
得

三、
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（
雛
型
素
描
）
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
エ

で
き
る
。
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
工
房
滞
在
時
の
一
五

0
五
年
頃
に
制
作
し
た
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
》
《
聖
バ
ル
バ
ラ
》
（
図
23)
で
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
翼
部
内
側
で
み
せ
た
、
伝
統
的
な
金
地
を
放
棄
し
、
暗
色
を
背
に
土
く
れ
だ
っ
た
地
面
に
聖
人

を
配
す
る
と
い
う
斬
新
な
創
意
（
図
15)
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
身
体
の
分
節
よ
り
も
線
の
リ
ズ
ム
や
形
態
の
妙
を
重
視
す
る
、
親
方
デ
ュ
ー

ラ
ー
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
独
自
の
造
形
が
臆
す
る
こ
と
な
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
の
初
期
作
品
と
さ

れ
る
《
悔
悛
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》
（
図
24)
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
同
主
題
の
銅
版
画
（
図
25)
か
ら
構
図
を
翻
案
し
て
ラ
イ
オ
ン
な
ど
の
モ

チ
ー
フ
を
借
用
し
て
い
る
が
、
解
剖
学
的
な
正
確
さ
よ
り
も
物
語
を
語
る
主
体
と
し
て
の
闊
達
な
動
き
を
身
体
表
現
に
求
め
る
シ
ョ
イ
フ
ェ

ラ
イ
ン
の
特
徴
が
、
す
で
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
例
は
、
親
方
の
個
人
様
式
の
模
倣
を
助
手
に
必
要
以
上
に
は
求
め
な
い
デ
ュ
ー

ラ
ー
エ
房
に
あ
っ
て
は
、
通
常
な
ら
工
房
の
外
に
あ
る
異
質
な
様
式
が
容
易
に
工
房
内
に
混
入
す
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
特
に
シ
ョ
イ
フ
ェ

ラ
イ
ン
や
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
の
よ
う
な
オ
気
あ
る
若
手
画
家
が
滞
在
し
た
際
に
は
、
そ
れ
が
一
層
顕
著
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一方、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
的
創
意
が
工
房
の
外
に
広
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
や
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
と

い
っ
た
有
能
な
若
手
画
家
が
去
っ
た
一
五
一

0
年
代
初
頭
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
真
筆
は
望
め
な
い
も
の
の
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
構
想
に
基
づ
く
、
あ

る
程
度
質
の
保
障
さ
れ
た
作
品
を
望
む
注
文
層
に
応
え
る
た
め
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
行
っ
た
の
は
、
腕
の
た
つ
助
手
を
育
て
る
、
あ
る
い
は
雇

う
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
独
立
し
た
他
の
親
方
画
家
と
の
共
同
制
作
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
名
門
に
属
し
、

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
聖
ペ
テ
ル
ス
大
聖
堂
の
参
事
会
員
も
務
め
た
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー
の

墓
碑
画
は
、
そ
の
様
式
的
特
徴
、
画
中
に
見
ら
れ
る
モ
ノ
グ
ラ
ム
お
よ
び
年
記
か
ら
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
親
方
画
家
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・

ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
一
五
二
二
年
に
描
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
図
26)
。
し
か
し
、
本
墓
碑
画
に
関
し
て
は
、
全
体
の
構
図
か
ら

個
々
の
モ
チ
ー
フ
に
至
る
ま
で
を
す
で
に
決
定
し
て
い
る
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
手
に
よ
る
水
彩
素
描
が
現
存
す
る
の
で
あ
る
（
図
27)
。
本
素
描

は
、
実
制
作
に
先
立
っ
て
作
品
概
要
を
注
文
主
に
示
し
て
確
認
を
と
る
モ
デ
ッ
口

房
内
で
の
親
方
と
助
手
の
共
同
制
作
に
際
し
て
は
、
こ
う
し
た
モ
デ
ッ
ロ
が
実
制
作
を
担
当
す
る
助
手
に
手
本
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
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一
般
的
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
《
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー
の
墓
碑
画
》
に
際
し
て
は
、
作
品
の
構
想
か
ら
注
文
主
へ
の
モ
デ
ッ
ロ
提
示
ま
で

を
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
担
当
し
、
そ
の
後
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
に
基
づ
い
て
、
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
が
油
彩
画
制
作
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
は
一
五

0
0年
初
頭
に
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
に
助
手
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
可
能
性
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
五
―
―

年
に
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
権
を
獲
得
し
て
当
地
に
画
家
工
房
を
開
設
し
て
い
る
の
で
、
本
作
品
で
は
、
独
立
し
た
親
方
間
で
工
房
内
の
親

方
と
助
手
の
共
同
制
作
の
手
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
モ
デ
ッ
ロ
の
注
文
主
へ
の
呈
示
後
も
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
制
作
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
枚
の
素
描
が
、
ダ
プ
リ
ン
の
国
立
絵
画
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
図
28)
。

本
素
描
は
聖
母
の
左
に
登
場
す
る
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
個
別
習
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
と
モ
デ
ッ
ロ
及
び
完
成
作

の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
モ
デ
ッ
ロ
に
描
か
れ
た
、
襟
ぐ
り
の
狭
い
地
味
な
衣
装
を
纏
い
指
輪
に
視
線
を
落
と
す
内
省
的
な
カ
タ
リ
ー
ナ

で
は
、
女
性
の
静
譴
な
美
を
体
現
す
る
聖
バ
ル
バ
ラ
と
動
的
で
あ
で
や
か
な
美
し
さ
を
魅
力
と
す
る
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
と
い
う
対
比
が
曖
昧
で

あ
る
と
い
う
意
見
が
恐
ら
く
は
だ
さ
れ
、

ナ
を
構
想
し
直
し
、
そ
れ
を
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
が
完
成
作
で
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

主
と
の
話
し
合
い
以
降
、
実
際
の
油
彩
画
制
作
の
間
に
も
、

と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

完
成
作
に
お
い
て
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
本
素
描
に
お
い
て
よ
り
艶
や
か
で
動
的
な
カ
タ
リ
ー

モ
デ
ッ
ロ
を
前
に
し
た
注
文

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
あ
る
程
度
の
発
言
力
を
も
っ
て
制
作
の
現
場
に
関
与
し
て
い
た

ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
書
き
込
ま
れ
た
紙
片
が
、
油
彩
画
制
作
に
際
し
て
必
須
の
道
具
で
あ
る
画
家
棒
に

貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
興
味
深
い
。
こ
の
極
め
て
珍
し
い
モ
ノ
グ
ラ
ム
の
記
入
法
は
、
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
自
身
が
、

構
想
と
仕
上
げ
を
分
業
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
、
こ
の
共
同
制
作
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
巨
匠
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
創
意
を
実
現
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
自
負
を
も
っ
て
望
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
の
間
で

以
上
、
本
論
で
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
に
お
け
る
親
方
と
助
手
た
ち
の
制
作
形
態
に
つ
い
て
、
特
に
画
業
前
半
の
油
彩
画
制
作
に
注
目
し
て
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4
 
3
 

2
 

ー 註
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
助
手
た
ち
に
必
要
以
上
に
は
親
方
の
個
人
様
式
の
模
倣
を
求
め
な
い
、
あ
る
い
は
、
親
方
の
個

人
様
式
と
の
類
似
に
乏
し
い
工
房
作
を
許
容
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
特
質
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
先
進
的
な
芸
術
観
に
起
因
す
る
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
、
本
論
中
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、
絵
画
市
場
の
成
熟
度
や
技
法
上
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
思
想
と
実
践
の
乖
離
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
い
う
芸
術
家
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深
い
点
で

あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
場
合
、
工
房
と
い
う
枠
組
み
が
必
ず
し
も
様
式
の
均
質
性
、
近
似
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
芸
術
的
創
意
の
外
へ
の
流
れ
を
妨
げ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
本
論
で
抽
出
を
試
み
た
こ
う
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
特
質
が

一
五
一

0
年
代
以
降
晩
年
に
至
る
時
期
の
絵
画
制
作
や
油
彩
画
以
外
の
制
作
領
域
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ

の
他
の
画
家
工
房
に
も
敷
術
し
う
る
も
の
な
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

例
え
ば
、
周
知
の
と
お
り
、
レ
オ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
は
『
絵
画
論
』
（
ラ
テ
ン
語
版
一
四
三
五
年
、
イ
タ
リ
ア
語
版
一
四
三
六
年
刊

行
）
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
、
絵
画
術
を
自
由
な
精
神
と
高
貴
な
る
魂
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
、
自
由
学
芸
の
中
で
も
と
り
わ
け
幾
何
学
と
修
辞
学

の
学
習
を
画
家
た
ち
に
促
し
て
い
る
。
以
下
の
ラ
テ
ン
語
英
語
対
訳
版
、
あ
る
い
は
邦
訳
版
を
参
照
。

Alberti
a
n
d
 G
r
a
y
s
o
n
 1
9
7
2
.

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
・

三
輪
一
九
九
二
年
。

こ
の
文
脈
で
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
中
の
一
五
0
六
年
一

0
月
一
三
日
頃
に
書
か
れ
た
、
親
友
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・

ピ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
宛
て
た
書
簡
に
み
ら
れ
る
、
イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
画
家
の
社
会
的
扱
い
の
格
差
を
嘆
い
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
次
の
言
葉
で

あ
る
。
「
お
お
、
こ
の
陽
を
あ
と
に
し
て
如
何
に
寒
か
ら
ん
。
当
地
で
私
は
紳
士
、
国
へ
帰
れ
ば
居
候
。
」
．

os!Y
w
i
r
t
 m
i
c
h
 n
o
c
h
 d
e
r
 s
u
n
e
n
 
friren•H} 

p
i
n
喜
母
h
eさ

d
o
h
e
i
m
ein schmarotzer.'
前
川
一
九
九
九
年
、
六
七
ー
七
二
、
特
に
七
一
頁
。

R
u
p
p
r
i
c
h
1
9
5
6
,
 pp. 5
8
-
6
0
,
 no. 
10, esp. p. 5
9
.
 

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
優
れ
た
邦
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
前
川
・
下
村
一
九
九
五
年
、
下
村
二

0
0
一
年
、
下
村
二

0
0
八
年
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
自
画
像
》
、
一
四
九
八
年
の
年
記
と
モ
ノ
グ
ラ
ム
、
お
よ
び
銘
文
（
「
こ
れ
は
私
が
自
分
自
身
の
姿
に
基
づ
い
て
描
い
た
。
私
は
二
六
歳

で
あ
っ
た
。
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
」

•
D
a
sma
l
t
 /ch n
a
c
h
 m
e
i
n
e
r
 gestalt,¥ICh
葵
a
s
sex v
n
d
 z葵
a
n
z
i
g
j
o
r
 alt,¥Albrecht Diirer)

入
り
、
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10 

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 
池
彩
、
板
、
五
二

x
四一

Cm
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
プ
ラ
ド
美
術
館

(inv.
no. 2
1
7
9
)
。
本
作
品
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
ど
尽
皆
w
s
k
y

1
9
7
1
/
1
9
9
1
`
p
p
.
1
5
4
,
1
5
6
,
 no. 49. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
自
画
像
》
、
一
五

0
0年
の
年
記
と
モ
ノ
グ
ラ
ム
、
銘
文
（
「
ノ
リ
ク
ム
人
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
二
八
歳
の
時
、
正
し
き
色

彩
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
姿
を
こ
の
よ
う
に
描
い
て
い
た
。
」
玉
lbertus
D
u
r
e
r
u
s
 N
o
r
i
c
u
s
¥
i
p
s塁
m
m
e
 propriis sic effiき
．
＼

g
e
b
a
m
colo
込
吾
aetatis＼

g
n
o

旦

Ir)
入
り
、
油
彩
、
菩
提
樹
材
、
六
七

x
四
九

cm
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

(inv.
no. 5
3
7
)
。
本
作
品
の
基
本
情
報

お
よ
び
諸
々
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

A
§
e
l
e
w
s
k
y
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pp. 166--171, no. 66; G
o
l
d
b
e
r
g
,
 H
e
i
m
b
e
r
g
 a
n
d
 S
c
h
a
w
e
l
9
9
8
`
p
p
.
 

314-353.
ま
た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
初
め
と
す
る
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
自
画
像
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

K
o
e
r
n
e
r
1993. 

ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
と
そ
の
エ
房
《
聖
体
安
置
塔
》
、
一
四
九
六
年
、
石
彫
、
一
八
・
七

m
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
聖
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
会
。
本
作
品
お
よ

び
ク
ラ
フ
ト
の
自
画
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。
己
目
1t
1999.
ま
た
、
本
作
品
に
対
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿

も
参
照
。
平
川
二

0
0
二
年
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
作
《
薔
薇
冠
の
祝
祭
》
(
-
五

0
六
年
、
プ
ラ
ハ
、
国
立
絵
画
館
蔵
）
《
一
万
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
殉
教
》
(
-
五

0
八
年
、
ウ
ィ
ー
ン
、

美
術
史
美
術
館
蔵
）
《
ハ
ラ
ー
祭
壇
画
》
(
-
五

0
九
年
、
中
央
画
面
は
焼
失
、
翼
部
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
歴
史
博
物
館
蔵
）
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭
壇
画
》

（
一
五
―
一
年
、
ウ
ィ
ー
ン
、
美
術
史
美
術
館
蔵
）
に
は
、
年
記
、
モ
ノ
グ
ラ
ム
、
銘
文
と
と
も
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
自
画
像
が
描
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
ど
§
e
l
e
w
s
k
y
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pp. 191,202, 216--228̀
230-233, nos. 93, 105, 1
0
7
V
,
1
1
5
K
,
 

118. 

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館
に
て
、
一
九
六
一
年
七
月
四
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
以
下
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が
刊
行

さ
れ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
研
究
の
基
本
書
と
な
っ
て
い
る
。

E
己
1.
cat. N
u
r
e
m
b
e
r
g
 1961. 

Strieder 1993. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
家
譜
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
・
・
・
キ
リ
ス
ト
降
誕
よ
り
算
え
て
一
四
八
六
年
の
聖
エ
ン
ド
レ
ス
の
日
(
―
一
月
三
〇

日
）
に
、
父
は
私
を
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
の
許
へ
徒
弟
奉
公
に
出
し
、
三
年
間
彼
に
仕
え
る
契
約
を
結
ん
だ
。
•
•
•
そ
し
て
私
が
奉
公
を

終
え
る
と
父
は
私
を
遠
国
へ
と
送
り
、
私
は
父
が
再
び
私
を
求
め
る
ま
で
異
郷
に
あ
っ
た
。
私
は
一
四
九
0
年
の
復
活
祭
（
四
月
―
一
日
）
の
後
に
旅

発
っ
て
‘
[
キ
リ
ス
ト
降
誕
よ
り
]
算
え
て
一
四
九
四
年
の
四
旬
節
（
五
月
一
八
日
）
の
後
に
戻
っ
て
来
た
。
」
6
[ • 

.
J
u
n
d
 d
a
 m
a
n
 zehlt n
a
c
h
 Christi 

g
e
b
u
r
t
h
 1
4
8
6
 a
n
 St. 
E
n
d
r
e
s
 tag, v
e
r
s
p
r
a
c
h
 m
i
c
h
 m
e
i
n
 vater in die lehr j
a
h
r
 z
u
 M
i
c
h
a
e
l
 W
o
h
l
g
e
m
u
t
h、
d
r
e
i
j
a
h
こ
g
g
j
h
m
z
u
d
i
eミ
e
n
.
[：
]
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20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 

U
n
d
 d
a
 ich au!Jgedient h
a
t、
schickt
m
i
c
h
 m
e
i
n
苫
慈
r
h
i
n
W
q硲
‘
u
m
d
b
l
i
e
b
e
e
i
e
r
j
a
h
r
a
u
A
e
n、
b
i
A
d
a
m
i
c
h
m
e
i
m
e
a
t
e
r
w
i
d
e
r
 fodert. 
U
n
d
 a
l
B
 

ich i
m
 1
4
9
0
遠
r
h
i
m
w
e鯰
r
z
o
g、ミ
a
c
h
Ostern, d
a
r
n
a
c
h
 k
a
m
 ich wider, a
l
B m
a
n
 zehlt 1
4
9
4
 n
a
c
h
 Pfingsten.'
前
川
一
九
九
九
年
、
七
ー
ニ
ニ
、
特

に
一
八
ー
ニ

0
頁。

R
u
p
p
r
i
c
h1956•pp.27,34, 

esp. 31. 

G
r
o
t
e
 1961, pp.11,13. 

《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

A
§
e
l
e
w
s
k
y
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pp.221,228, no. 1
0
6
V
,
1
1
5
K
 

•Vnd 

sonderlich wil ich e
u
c
h
 d
a
s
 mitler blat m
i
t
 m
e
i
n
e
r
 a心
P
e
n
h
o
n
d
P
eぢ
羹

mallen.
A
b
e
r
 nichts desto m
i
n
d
e
r
 seind die jliegel au!J w
e
n
d
i
g
 

e
n
t
w
o
涵
n』

d
a
s
v
o
n
 stainfarb wirdt、
h
a
b
s
a
u
c
h
 v
n
d
e
r
m
a
l
l
g
l
a
s
s
e
n
、
[
…
]
．
．
前
川
一
九
九
九
年
、
七
五
頁
。

R
u
p
p
r
i
c
h
1956, pp. 65-66, no. 13, 

esp. p. 65. 

•
D
i
e吾
!
f
f
e
l

seindt a
g
s
e
n
d
i
g
 v
o
n
 stainfarben a
u
B
g
e
m
a
l
t、
a
b
e
r
n
o
c
h
 nit gefurneist、
e
n
d
i
n
n
e
n
 s
e
i
n
d
 sie g
a
n
t
z
 v
n
d
e
r
m
a
l
t、
d
a
s
m
a
n
 

d
a
r
a
u
f
 a
n
f
a
n
g
 au!!,zumallen、
eミ
d
d
8
C
o
さ
苔
h
a
b
ich m
i
t
 g
a
r
 grol!,em fleil!, 
e
n
t
w
o
r
f
e
n
 m
i
t
 lii1羹
3
z
e
u
t、
a
u
c
h
ist es m
i
t
 2
 g
a
r
 gu
t
e
n
 f
a
r
b
e
n
 

vnterstrichen, d
a
s
 ich d
a
r
a
n
g
,
f
a
n
c
h
e
謎
0
ミ
d
e
m
a
l
eミ
[
:
]
防

soil
a
u
c
h
 kein a
n
d
e
r
 m
e
注
c
h
kein strich d
a
r
a
n
 m
a
h
l
e
n
 d
a
n
 ich, d
a
r
u
m
 w
u
r
d
e
 

ich viel zeut d
a
r
a
u
f
 lege
邑
前
川
一
九
九
九
年
、
七
六
ー
七
八
頁
。

R
u
p
p
r
i
c
h
1956, pp.66-67, no. 14, esp. p. 66. 

バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
ニ
世
に
よ
る
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
の
買
い
取
り
の
経
緯
や
模
写
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

A
n
z
e
l
e
w
s
k
y
 1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 p. 228. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
《
二
人
の
王
》
〈
聖
ペ
テ
ロ
、
聖
パ
ウ
ロ
》
《
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ス
》
一
五

0
九
年
、
グ
リ
ザ
イ
ユ
、

樅
材
、
各
九
六
X

六
Ocm
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
歴
史
博
物
館

(inv.
nos. B
2
7
0
-
2
7
1
)
。
「
三
王
礼
拝
」
の
う
ち
、
聖
母
子
お
よ
ぴ
カ
ス
パ
ー
ル
を
描

い
た
一
枚
は
現
存
し
な
い
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
》
一
五
0
九
年
、
油
彩
、
樅
材
、
一
四
二

x
六
ニ
Cm
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
歴
史
博
物
館

(inv.
no. B
2
6
8
)
。

E
己
1.
c
a
l
 N
u
r
e
m
b
e
r
g
 1961, pp. 149,150. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
《
聖
ヤ
コ
プ
の
殉
教
》
一
五

0
九
年
、
油
彩
、
樅
材
、
一
四
八

x
六
二

cm
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
歴
史
博
物
館

(inv.
no. B
2
6
6
)
。

た
だ
し
、
翼
部
内
面
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
》
と
《
聖
ヤ
コ
プ
の
殉
教
》
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
直
接
的
関
与
を
認
め
る
意
見
も
あ
る
。
《
ヘ
ラ
ー
祭

壇
画
》
の
各
画
面
の
作
者
同
定
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
E
x
h
•
c
a
t
.

N
u
r
e
m
b
e
r
g
 1961, pp. 149,150: 

A
n
z
e
l
e
w
s
k
y
 1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 p. 224. ti
手
土
臼
は
、
知
g

租
杢
表
現
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
相
違
か
ら
、
主
に
《
聖
ペ
テ
ロ
、
聖
パ
ウ
ロ
》
を
手
が
け
た
画
家
と
、
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《
二
人
の
王
》
を
手
が
け
た
画
家
と
い
う
、
少
な
く
と
も
二
人
の
助
手
の
介
在
を
推
測
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
過
去
の
版
画
に
あ
る
程
度
基
づ
き

制
作
さ
れ
た
翼
部
内
面
を
手
が
け
た
助
手
が
、
こ
れ
ら
二
人
の
助
手
の
い
ず
れ
か
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
筆
者
の
目

で
は
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
中
央
画
面
「
降
誕
」
》
一
五

0
0年
代
初
頭
、
モ
ノ
グ
ラ
ム
入
り
、
油
彩
、
菩
提
樹
材
、
一
五
五
X

―
二
五

cm
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

(inv.
no. 7
0
6
)
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
左
翼
内
側
「
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
」
》
《
パ

ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
右
翼
内
側
「
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
」
》
一
五

0
0
年
代
初
頭
、
油
彩
、
菩
提
樹
材
、
各
一
五
七

x
六一

Cm
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア

ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

(inv.
nos. 701, 7
0
2
)
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
工
房
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
左
翼
外
側
「
受
胎
告
知
を
受
け
る
マ
リ
ア
」
》
油
彩
、

菩
提
樹
材
、
一
五
五

x
―
二
五
Cm
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

(inv.
n
o
.
7
0
1
)
。
右
翼
外
側
の
「
受
胎
告
知
を
行
う
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ

ル
」
は
現
存
し
な
い
が
、
一
七
世
紀
の
模
写
か
ら
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
脆
い
て
祈
る
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
家
の
人
々
の
姿
が

前
景
に
描
か
れ
る
等
、
中
央
画
面
《
降
誕
》
が
明
ら
か
に
墓
碑
画
の
形
式
を
と
る
こ
と
や
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
教
会
に
置
か
れ
て
い

た
本
祭
壇
画
の
模
写
作
品
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
一
六
一
三
年
頃
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
が
購
入
し
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ヘ
送
ら
れ
た
）
に
は
、

「
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
」
と
「
聖
バ
ル
バ
ラ
」
を
主
題
と
す
る
固
定
翼
お
よ
ぴ
「
三
王
礼
拝
」
等
の
描
か
れ
た
プ
レ
デ
ッ
ラ
が
あ
っ
た
と
す
る
ク
リ
ス
ト
フ
・

ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
フ
ォ
ン
・
ム
ー
ル
の
一
七
七
八
年
の
記
述
の
存
在
か
ら
、
《
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
》
の
当
初
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
間

で
意
見
の
一
致
を
み
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
当
初
、
墓
碑
画
と
し
て
構
想
、
制
作
さ
れ
た
《
降
誕
》
に
、
ほ
ど
な
く
し
て
、
開
閉
式
三
連
祭
壇
画
に
改

変
す
べ
く
左
右
可
動
翼
が
制
作
、
取
り
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る
。
以
下
を
参
照
。

A

亙
}
l
e
w
s
k
y
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pp. 156-162, nos. 5
0
-
5
4
K
;
 G
o
l
d
b
e
r
g
,
 

H
e
i
m
b
e
r
g
 a
n
d
 S
c
h
a
w
e
l
9
9
8
,
 pp. 166-235. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
《
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
墓
碑
画
》
油
彩
、
板
、
一
七
二

x
―二

ocm
、
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
、
聖
グ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
教

会
。
本
作
品
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

E
己
1
.

c
a
t
•
N
目

e
m
b
e
r
g
1961, p
.
1
4
2
`
n
o
.
2
4
1
;
 Strieder 1993, pp. 141,142, 247,no.118. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
「
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
墓
碑
画
」
の
構
図
習
作
（
葡
萄
絞
り
機
の
な
か
の
キ
リ
ス
ト
）
》
ペ
ン
、
茶
色
の
イ
ン
ク
、
紙
、

ニ
ニ
．
八

x
一
六
・
七

cm
、
ベ
ル
リ
ン
、
銅
版
画
室

(
i
n
v
.
n
o
.
K
D
Z
1
5
3
8
)
。
本
素
描
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

A
§
e
l
e
w
s
k
y

g

d

 Mi
e
l
k
e
 1984, pp. 64-66, no. 63, pl. 63. 

'Christus soll j
n
 d
e
r
 kelter sten.＼
M
a
r
i
a
 soil z
w
 d
e
r
 rechten seiten sten.＼

d
y
g
g
e
l
l
彗
d
e
r
lincken seiten.＼
D
e
r
k
o
r
h
e
r
P
r
m
Q
m
a
k
n
i
e
t
¥
 

P
e
t
r
u
s
 v
n
d
e
n
.
；
メ
モ
に
は
こ
の
他
、
他
の
筆
跡
で
『
旧
約
聖
書
』
「
哀
歌
」
一
章
一
五
節
お
よ
び
『
新
約
聖
書
』
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
五
章
九
節
に
基
づ
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＜
章
旬
、
お
よ
び
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
グ
ル
ペ
ン
の
紋
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
、
大
英
博
物
館
蔵

(inv.
no. A
d
d
.
5
2
2
9
,
 fol. 
52r)
。

R
u
p
p
r
i
c
h
l
9
5
6
,
 p.216̀
no.2. 

s巳
e
d
e
r
1993, pp. 141,142. 

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
グ
ミ
ュ
ン
ド
、
聖
十
字
架
大
聖
堂
（
旧
聖
母
教
会
）
蔵
。
固
定
翼
を
形
成
し
て
い
た
現
存
す
る
二
枚
の
板
絵
は
、
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
民
族
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
《
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
の
誕
生
》
、
一
五

0
八
年
、
油
彩
、
松
材
、
八
二
．
六

x
五
―
―
-
．
七

cm
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館

(inv.
no. G
m
l
9
1
)
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
《
食
事
を
供
せ
ら
れ
る
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
、
聖

ヴ
ィ
ル
バ
ル
ト
、
聖
ヴ
デ
ィ
バ
ル
ト
》
、
一
五

0
八
年
、
油
彩
、
松
材
、
八
三

x
五
三
・
五

cm
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館

(inv.
no. 

G
m
l
9
2
)
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

S
巳
e
d
e
r
l
9
9
3
,
pp.248-249, no.121; Coll. cat. N
u
r
e
m
b
e
r
g
 1997, pp. 455-458. 

Îtem d
e
n
 schreiner v
o
n
 d
e
こ
afeln、
flugeln、
s
a
r
c
h
u
n
d
 g
e
s
p
r
e
n
g
 z
u
 m
a
c
h
e
n
 
10 gld. rh•Dem 

schnitzer v
o
n
 d
e
n
 p
i
/
d
e
n
 u
n
d
 d
e
m
 crucifix z
u
 

s
c
h
n
e
i
d
e
n
 
11/l. rh.
苓
n
d
e
n
p
i
l
d
e
n、
g
e
s
p
r
e
n
g
u
n
d
 a
n
d
e
r
m
 z
u
器
ぶ
;ulden
1
9
 
gld.rh•Dem 

schlosser d
a
v
o
n
 z
u
 beschlagen g
e
g
e
b
e
n
 3
 Pfund. F
u
r
 

f
a
r
b
 u
n
d
 z
e
u
g、
so
d
a
r
z
u
 k
o
m
e
n
 ist, 
5
 gld. 
r
h
.
N
w
e
i
e
n
 k
n
e
c
h
t
e
n
、
d
e
r
ider 7
 wo
c
h
e
n
 a
n
 d
e
n
 m
a
t
e
母
n
g
e
m
a
l
t
 hat, fu1、cost
u
n
d
 Ion 
14 gld. 
rh. 

M
e
r
 e
i
n
e
m
 k
n
e
h
t
 m
e
r
 d
a
n
n
 ein w
o
c
h
e
n
 f
a
r
b
 anzustreichen u
n
d
 z
u
 /
a
s
s
e
n 1
 gld.rh. M
e
r
 e
i
n
e
m
 gesellen 3
 w
o
c
h
e
n
 a
m
 sa
r
c
h
 z
u
 m
a
l
e
n
 2
 g・ld. 

rh•Dem 

Albr. 
T
u
r
e
r
 f
u
r
 sein m

旦
塁
d
器
召
a
u
m
n
u
s
se
芍
こ
吾
cht
z
u
 Lieb
塁
g
g
e
b
e
n
 7
 fl. 
5
 pfd. 
1
2
 di. 
S
e
ぎ
r
h
g
s
f
r
a
u
e
n
z
u
 eine
こ
erer
塁
g

g
e
b
e
n
 
2gld•Den 

gesellen z
u
 trinkgelt 1
¥
2
 gld. 
u
n
d
 s
u
n
s
t
 u
n
k
o
s
t
 1
 ort.
苓
n
d
e
n
 tafeln e
i
n
z
u
m
a
c
h
e
n
 d
e
m
 schreiner 1
 gld. 
u
n
d
 d
a
v
o
n
 z
u
 

b
i
n
d
e
n
 1
 
ort•Davon 

u
n
z
 g
e
n
 G
e
m
塁
d
z
u
 f
u
r
e
n
 4
 gld. 
S
u
m
a
,
 d
a
s
 die tafel coat, tut 7
8
 gld. 
r
h
・
'
R
u
p
p
r
i
c
h
 1956, p
p
.
 246--267, no. 5. 

《
ゼ
ー
バ
ル
ト
祭
壇
装
飾
》
の
絵
画
部
分
の
作
者
分
類
に
つ
い
て
の
諸
説
は
、
以
下
に
詳
し
い
。

Coll.cat•Nuremberg 

1997, pp. 455-458. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
ヘ
ラ
ー
に
宛
て
た
一
連
の
書
簡
か
ら
知
ら
れ
る
。
以
下
を
参
照
。

R
u
p
p
r
i
c
h
1956, pp. 6
1
,
7
4
,
n
o
s
.
 12,20.
前
川
一
九
九
九
年
、
七
三

ー
九
五
頁
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
伝
統
的
な
絵
画
工
房
の
あ
り
方
と
こ
う
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
気
質
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

B
r
a
n
d
l
1986.
平
川
二

0
0
ニ

年。ウ
ル
リ
ッ
ピ
・
ビ
ン
ダ
ー
著
『
我
ら
が
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
の
鑑

(
S
p
e
c
u
l
u
m
passionis d
o
m
i
n
i
 nostri I
h
e
s
u
 christi)
』
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
、
一
五

0
七
年
刊
）
の
木
版
挿
絵
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
お
よ
び
近
郊
に
由
来
す
る
絵
画
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
入
り
の

版
画
等
よ
り
、
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
、
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
と
も
に
一
五

0
三
年
頃
か
ら
一
五

0
七
年
頃
ま
で
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
に
滞
在
し
て
い
た
と
推
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図
版
出
典
一
覧

図
1

苔
z
e
l
e
w
s
k
y
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pl. 43. 

図
2

A

尽
舌
号
ご
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
pl. 61. 

図
3
1
6

著
者
撮
影

A
n
z
e
l
e
w
s
k
y
 1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pl. 
123. 

苔
z
e
l
e
w
s
k
y
1
9
7
1
/
1
9
9
1
,
 pl. 
126. 

図
8
図
7

37 36 35 34 33 32 

測
さ
れ
て
い
る
。
以
下
を
参
照
。

O
e
t
t
i
n
g
e
r
a
n
d
 K
n
a
p
p
e
 1
9
6
3
,
 p
p
.
 1-44; V
o
n
 d
e
r
 O
s
t
e
n
 1
9
8
3
,
 p
p
.
 1
5
-
2
0
;
M
e
t
z
g
e
r
 2
0
0
2
,
 p
p
.
 32-37. 

ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ウ
ン
グ
《
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
》
《
聖
バ
ル
バ
ラ
》
、
一
五

0
五
年
頃
、
油
彩
、
針
葉
樹
材
、
各
一
五
七
X

五
九

cm
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
バ
ッ
ハ
、

聖
マ
ル
テ
ィ
ン
教
会
。
本
論
註
ニ
―
で
紹
介
し
た
ク
リ
ス
ト
フ
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
フ
ォ
ン
・
ム
ー
ル
の
一
七
七
八
年
の
記
述
に
み
ら
れ
る
《
パ
ウ
ム

ガ
ル
ト
ナ
ー
祭
壇
画
》
の
固
定
翼
「
聖
カ
タ
リ
ー
ナ
」
「
聖
バ
ル
バ
ラ
」
を
本
作
品
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
以
下
を
参
照
。

V
o
n
d
e
r
 O
s
t
e
n
 1
9
8
3
,
 p
p
.
 

41-42, n
o
.
 2; E
x
h
.
 c
a
t
 N
e
w
 Yo
r
k
 a
n
d
 N
u
r
e
m
b
e
r
g
 1
9
8
6
,
 p
p
.
 3
6
8
-
3
6
9
,
 n
o
.
 175. 

ハ
ン
ス
・
シ
ョ
イ
フ
ェ
ラ
イ
ン
《
悔
悛
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》
、
一
五

0
五
年
頃
、
油
彩
、
菩
提
樹
材
、
四
七
X

三
五
CDl
、
ベ
ル
リ
ン
絵
画
館
。

M
e
t
z
g
e
r

2
0
0
2
,
p
p
.
2
2
3
,
2
2
4
,
 n
o
.
 5. 

ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
《
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
ー
の
墓
碑
画
》
、
一
五
一
三
年
の
年
記
と
モ
ノ
グ
ラ
ム
入
り
、
油
彩
、
菩
提
樹
材
、

一
六
七
X

六
五
ー
―

-cm
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
聖
ゼ
ー
バ
ル
ト
教
会
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

S
巳
e
d
e
r
1
9
9
3
,
 p
p
.
 1
3
4
-
1
3
5
,
 2
5
9
,
 n
o
.
 131. 

ま
た
、
本
作
品
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
素
描
の
絵
画
化
現
象
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。

H
百芸
a
w
a
2
0
0
9
,
 p
p
.
 21,57. 

デ
ュ
ー
ラ
ー
《
「
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ト
ゥ
ー
ハ
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図l デューラー 《自画像》、1498年の年
記とモノグラム、銘文入り、油彩、

板、 52X 41cm、マドリード、プラ
ド美術館

図3 アダム ・クラフトとその工房 《聖
体安置塔》、1496年、石彫、18.7m、
ニュルンベルク、 聖ローレンツ

教会

図2 デューラー 《自画像》、1500年の年
記とモノグラム、銘文入り、池彩、

菩提樹材、 67x 49cm、ミュンヘン、
アルテ・ピナコテーク

図4 図3の部分
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回5 図3の部分

図7 デュ ーラー 《ランダウアー祭壇画》、
1511年の年記とモノグラム、銘文入
り、油彩、菩提樹材、 135x 123.4cm、
ウィーン、美術史美術館
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図6 圏3の部分

図8 図7の部分



l 
J 

図9 ヨプスト・ハリッヒ 《ヘラー祭壇画中
央画面 「聖母戴冠」の模写》、17世紀
前半、フランクフルト、歴史博物館

図10 デューラー 《ヘラー祭壇画のため
の習作 「祈る使徒の手」》、1508年、
ペン、黒と灰色のインク、灰色の

淡彩、ハイライト、青色に地塗り

した紙、 29.1x 19.7cm、ウィー
ン、アルベルティーナ

な

>

：＇ ・千9. —

図 11 デューラーエ房 《ヘラー祭壇画左 図12 デューラーエ房《ヘラー祭壇画右
蔑部外側下段「聖パウロと聖ペテ

ロ」》、1508年、グリザイユ、樅材、
96 x 60cm、フランクフルト 、歴史
博物館
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楓部外側上段「二人の王」》、 1508
年、グリザイユ、樅材、96x 60cm、
フランクフルト、歴史博物館



’i 

---. 一ー --! 図13 ・デューラー工房《ヘラー祭壇画左右 図14 デューラー 《聖カタリーナの殉
粟部内側「聖ヤコブの殉教」「堂カタ

リーナの殉教」》、 1508年、油彩、樅
材、各 142x 62cm、フランクフルト、
歴史拇物館

教》、1498年頃、木版画、 38.9X 
28.4cm 

固15 デューラー 《パウムガルトナー祭
壇画左右粟部内側「聖ゲオルギウ

ス」「型エウスタキウス」》、 1500年
代初頭、池彩、 菩提樹材、各157X 
61cm、ミュンヘン、アルテ・ピナ
コテーク
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図16 デューラーエ房《パウムガルト
ナー祭壇画左翼外側「受胎告知を

受けるマリア」》、1500年代初頭、湘
彩、菩提樹材、 155x 125cm、ミュ
ンヘン、アルテ ・ピナコテーク

図18 デューラーエ房 《マティアス ・フ ォ
ン・グルペンの墓碑画》、 1500年代
初頭、油彩、板、 172x 120cm、ア
ンスバッハ、聖グンベルトゥス教会

;( 

図17 デューラー 《「堅母の七つの悲し
み」より「悲しみの聖母」》 1497
年頃、油彩、針業樹材、 109.2X 
43.3cm、ミュンヘン、アルテ・ピ
ナコテーク

デューラー 《「マティアス・フォン・

グルペンの墓碑画」の構図習作（補

萄絞り機のなかのキリスト）》、1500
年代初頭、ペン、茶色のインク、紙、

22.8 x 16.7cm、ベルリン、銅版画室
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図20 《シュライアー祭梢装飾）、1508年、シュヴェーピッシュ・
グミュント、型十字架大型堂

図21 デューラーエ房 （「シュライアー祭 図22 デューラーエ房 （「シュライアー祭
境装飾」右固定猥下段「食事を供せ

られる聖ゼーパルト、型ヴィルバル

ト、型ヴデイパルト」）、1508年、 11!1
彩、松材、 83x 53.5cm、ニュルン
ペルク、ゲルマン民族栂物館

埴装飾」左固定炭下段「型ゼーパ

ルトの誕生」）、1508年、 iIil彩、松
材．、82.6x 53.7cm、ニュルンベル
ク、ゲルマン民族t1!].物館
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図23 バルドウング 〈型カタリーナ》《堅バ
ルパラ〉、1505年頃、袖彩、針業樹
材、各157x 59cm、シュヴァーパッ
ハ、型マルティン教会

図24 ショイフェライン〈悔悛の型ヒエロ
ニムス》、1505年頃、 illl彩、菩提樹
材、 47x 35cm、ベルリン絵画館

5
 

』

2図

l 名‘•

•、

デューラーー（悔悛の聖ヒエロニム

ス）、1496年頃、モノグラム入り、
錆版画、 30.5x 22.3cm 
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図26 クルムバッハ《ローレンツ・トゥーハーの墓碑画》、 1513年の年記とモノグラム
入り、池彩、菩提樹材、 167x 653cm、ニュルンベルク、聖ゼーバルト教会

図27 デューラー《「ローレンツ・トゥーハーの墓碑画」のための雛型素描》、 1511年の
年記とモノグラム入り、ペン、茶色のインク、淡彩、紙、 10.9x 30cm、ベルリ
ン銅版画室

図28 デューラー《「ローレンツ・トゥーハーの墓碑画」のための雛型素描「聖カタリー
ナ」》、 1511年頃、ペン、紙、 23x 14cm、ダブリン国立美術館
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